
 

 

第１０１回 CPD セミナー・公開講座・防災セミナー（徳島） 

（愛媛） 

 

 

 

１．セミナーの概要 

２０２５年５月１７日(土)、徳島市阿波観光ホ

テルにおいて、第１０１回ＣＰＤセミナー・公開

講座・防災セミナーを開催しました。あわせて合

格者祝賀会も開催しました。 

セミナー参加人数は５１名(うち Web 参加４名)、

また合格者祝賀会参加人数は４６名、うち新規合

格者は３名でした。 

表 1 プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．開会挨拶 天羽本部長 

四国本部天羽本部長の開会挨拶で始まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 天羽本部長の開会挨拶 

 

３．CPDセミナー 野田 稔氏 

ＣＰＤセミナーでは、徳島大学大学院 社会産業

理工学研究部理工学域 社会基盤デザイン系 構

造・材料分野 教授の野田 稔氏より、『風が起こす

問題の工学的な取扱いについて』と題し、ご講演

いただきました。 

ご講演では、まず「風が起こす問題」として、

①台風や竜巻などの強風によって発生する災害、

②風によって生じる構造物の振動があることを示

されたうえで、①については過大な風荷重による

構造物の損壊、飛散物の衝突による構造物の損壊、

強風による車両の横転や歩行者の点等があること、

また②については、静的現象として風圧力による

破壊や不安定現象、また動的現象として渦励振や

バフェッティングなどの限定振動、フラッターや

ギャロッピングなどの発散振動があることを解説

いただきました。 

そして、２０１２年５月６日に茨城県つくば市

北条で発生した竜巻被害の例(上部構造が吹き飛

ばされた住宅など)、また徳島県南部にも上陸した

２０１８年台風２１号による建物の被害の例(木
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１．開会（13：00～13：25） 

（１）開会挨拶 

（公社）日本技術士会四国本部 

本部長 天羽 誠二 

（２）四国本部及び青年技術士委員会の紹介 

（公社）日本技術士会四国本部 

広報委員 菊池 昭宏 

２．ＣＰＤセミナー（13：35～14：35） 

  演  題：『風が起こす問題の工学的な取扱いに

ついて』 

講  師：徳島大学大学院 社会産業理工学研究

部理工学域 社会基盤デザイン系 構

造・材料分野 教授 野田 稔氏 

３．公開講座（14：45～15：45） 

演  題：『2025 年大阪・関西万博 徳島県取

組紹介』 

講  師：徳島県観光スポーツ文化部万博推進

課 課長 渡部 芳枝氏 

４．防災セミナー（15：55～16：55） 

演  題：『徳島ママ防災士の会 Switch とママ

防災士の活動について』 

講  師：徳島ママ防災士の会 Switch 代表 

瀬戸 恵深氏 

５．合格者祝賀会（17：55～19：55） 

（１）開会挨拶 四国本部会計幹事  菊池 昭宏 

（２）乾  杯 四国本部副本部長  冨士 達雄 

（３）中締め  四国本部会計幹事  友安 啓介 



 

 

造家屋の倒壊、体育館屋根の破損など)、また建物

以外の被害の例(電柱の破損、太陽光や風力発電設

備の破損など)を紹介し、風が起こす被害がときに

甚大となることをお話いただきました。台風２１

号の被害調査にあたってはセスナ機をチャーター

し、左右の窓に４Ｋカメラを設置のうえ高度６０

０ｍを時速１８０ｋｍで飛行し、ブルーシートを

マーカーとして屋根被災建物を抽出されたとのこ

とで、風が起こす被害が広域に及ぶことを改めて

認識しました。 

その後は、風荷重の成り立ち、風速を決める要

素など風の工学的性質について概説されたうえで、

１８００年代後半に発生したイギリスのテイ橋の

崩壊事例、対策方法などから、近年の施工である

明石海峡大橋や末広大橋、小鳴門橋、大鳴門橋の

対策方法まで、空力安定化対策の進化を幅広く紹

介され、まとめとされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2 野田氏のご講演 

 

４．公開講座 渡部 芳枝氏 

公開講座では、徳島県観光スポーツ文化部万博

推進課 課長の渡部 芳枝氏より、『2025 年大阪・

関西万博 徳島県取組紹介』と題し、ご講演いただ

きました。 

ご講演では、まず初めに国際博覧会(万博)の定

義が「博覧会とは、名称のいかんを問わず、公衆

の教育を主たる目的とする催しであって、文明の

必要とするものに応ずるために人類が利用するこ

とのできる手段又は人類の活動の一若しくは二以

上の部門において達成された進歩若しくはそれら

の部門における将来の展望を示すものをいう。」

(国際博覧会条約より)であることを示されたうえ

で、そのテーマは、２０世紀までは「国威発揚」

が中心であったものが、２１世紀からは「地球的

課題と人類社会の持続的な発展」にうつりつつあ

るとお話しいただきました。その変化の先鞭をつ

けたのは、２００５年に名古屋で開催された「愛・

地球博」であったとのこと。また万博では最先端

の技術とアイデアが披露されますが、例えば１９

７０年の大阪万博ではファーストフード(フライ

ドチキン日本初上陸)、電気自動車、動く歩道、ワ

イヤレステレホンが生まれたとのことで、身近に

存在するものが過去の万博をきっかけとして拡が

ったことを知り、その意義の一端を感じることが

できました。 

その後は、２０２５年大阪・関西万博のテーマ、

コンセプト、各パビリオンの概要、見どころを説

明されたうえで、大阪・関西万博における徳島県

の取組を紹介いただきました。関西パビリオンの

「徳島県ゾーン」においては、「水とおどる」の

テーマのもと、伝統工芸の展示やプロジェクショ

ンマッピングによる観光資源紹介などが常設展示

されているとのこと。その他も期間中には、阿波

踊りや、食や藍などをテーマとした企画展、「徳

島のなつやすみ」や SDGsなどをテーマとした各種

催事を開催する予定とのこと。 

大阪・関西万博のエネルギーを徳島創生の起爆

剤とするための多様な取組について、大きな期待

をもって拝聴させていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 渡部氏のご講演 

 

５．防災セミナー 瀬戸 恵深氏 

防災セミナーでは、徳島ママ防災士の会 

Switch 代表 瀬戸 恵深氏より、『徳島ママ防災士



 

 

の会 Switch とママ防災士の活動について』と題

し、ご講演いただきました。 

ご講演では、まず初めに、職場であるラジオ局

で必要性を感じ開始した防災士資格取得の勉強を

通じ、子育て世帯における防災教育の必要性・重

要性を感じたこと、それにも関わらず子育て世帯

は子育てや仕事が最優先になりがちで防災・減災

に取り組む余裕がない、防災・減災に関する講師

や情報発信する側に現役の母親、父親が極めて少

ないなど、様々な課題があることに気づいたご経

験を示され、その気づきをもとに、自分にできる

解決策として「防災士(知識)×母親(立場・経験)=

ママ防災士」の考えのもと、ママ防災士という新

しい役割の創出に至ったことをお話いただきまし

た。 

その後は、徳島市の防災講座会場内へのキッズ

スペース導入、防災会県支部の総会、役員会への

子ども同席、妊産婦向け・乳幼児を子育て中の方

向けの防災・減災リーフレット作成、徳島市の指

定避難所における妊産婦向け・乳幼児向けの公的

備えの拡充、徳島のママ・パパのための防災・減

災手帖作成など、まさに母親の立場・経験のもと、

次々と課題を抽出し、防災士の知識を活かして解

決策を実現してこられた会の活動内容をご紹介い

ただきました。 

これらのお話からは「高度な知識と応用力」が

認められた技術者である技術士との共通点も多く

感じ、その能力を持つ技術士が多様な立場で活動

することで、より社会に貢献できるのではと感じ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 4 瀬戸氏のご講演 

６．合格者祝賀会 

セミナーの後、合格者祝賀会が開催されました。 

四国本部の菊池会計幹事の開会挨拶、冨士副本

部長の乾杯の音頭により祝賀会が始まりました。

２時間余りの歓談の後、四国本部 友安会計幹事の

中締めにより、祝賀会も無事終了することができ

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 5 冨士副本部長の乾杯 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 6 合格者のご挨拶 

 

７．おわりに 

セミナー参加者は、計５１名のうち会員が３６

名、非会員が１５名でした。今回も Web 配信を行

っており、遠くは東北本部から、計４名の方々に

ご参加いただけたことはうれしい限りです。 

今後は、(一社)建設コンサルタンツ協会、(一社)

徳島県測量設計業協会等への後援依頼や技術士会

独自の広報活動を展開するとともに、セミナー内

容の充実により、出席者の確保に努めて参ります。 


